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各各地地でで

夏夏
のの
イ
ベ
ン

イ
ベ
ン
トト
盛
り
だ
く
さ
ん

盛
り
だ
く
さ
ん
。。

　

8
月
に
入
り
、市
内
各
地
で
夏
祭
り
や
夏
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

盛
ん
に
開
か
れ
、大
勢
の
人
が
夏
の
思
い
出
づ
く
り
を
し
よ
う
と

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
、い
く
つ
か
の
会
場
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
で
は
、毎
年
、防
災
協
定
を
結
ぶ
和

光
市
及
び
豊
島
区
と
夏
休
み
期
間
に
交

流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

7
月　

日
昭
か
ら　

日
松
に
か
け
て

28

30

は
、和
光
市
の
小
学
4
～
6
年
生
の
児

童　

人
が
農
業
体
験
や
観
光
地
を
巡
る

20
「
里
山
体
験
教
室
」が
那
須
烏
山
市
内
で

防
災
協
定
を
結
ぶ
和
光
市
・
豊
島
区

市
民
と
区
民
が
相
互
に
交
流
深
め
る

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

和
光
市
と
は
、平
成
8
年
に
旧
烏
山

町
が
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結

し
て
以
来
、積
極
的
に
交
流
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

今
年
で
6
回
目
と
な
る
こ
の
体
験
教

室
で
は
、「
ほ
た
る
の
里
の
古
民
家
お
お

ぎ
す
」に
宿
泊
し
な
が
ら
、里
山
を
満
喫

し
ま
し
た
。初
日
に
は
、松
倉
山
へ
ハ
イ

キ
ン
グ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、交
流
会
と

し
て
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
ま
し
た
。2
日

目
に
は
、龍
門
の
滝
や
ジ
オ
サ
イ
ト
、ど

う
く
つ
酒
蔵
を
見
学
し
た
ほ
か
、荒
川

河
川
敷
で
カ
ヌ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、就
寝
前
に
は
、烏
山
語
り
の
会
に

よ
る
昔
懐
か
し
い
民
話
が
語
ら
れ
、本

市
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。そ
し
て
、最

終
日
の
3
日
目
は
、早
朝
か
ら
農
業
体

験
。ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な

ど
の
収
穫
と
青
竹
に
よ
る
流
し
そ
う
め

ん
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
普

段
で
き
な
い
体
験
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」と
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

◇

　

市
、荒
川
南
部
土
地
改
良
区（
久
郷
浩

代
表
）で
は
、8
月
6
日
松
、7
日
掌
の
2

日
間
に
わ
た
っ
て「
自
然
に
触
れ
よ
う

鎧
い
な
か
川
遊
び
」を
開
催
し
、豊
島
区

か
ら
親
子　

人
、本
市
か
ら
親
子　

人

67

12

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
で　

回
目
を
数
え
る
こ
の
催
し

11

は
、毎
年
定
員
以
上
の
応
募
が
殺
到
す

る
人
気
企
画
で
、今
年
は
豊
島
区
で
2

0
0
人
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
を
訪
れ
た
親
子
は
、1
日
目
に

川
遊
び
や
す
い
か
割
り
、と
う
も
ろ
こ

し
の
収
穫
を
行
い
、2
日
目
に
は
龍
門

の
滝
の
見
学
や
カ
ヌ
ー
を
体
験
し
、恵

ま
れ
た
天
候
の
な
か
、雄
大
な
自
然
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　

豊
島
区
か
ら
今
年
初
め
て
参
加
し
た

と
い
う
小
学
3
年
生
の
林
茉
莉
花
さ
ん

は「
川
遊
び
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
。自
分

の
家
の
周
り
に
は
あ
ま
り
自
然
が
な
い

の
で
、ま
た
来
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。

◇

　

8
月　

日
牙
に
は
、都
会
で
し
か
味

18

わ
え
な
い
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
て
も
ら

お
う
と
豊
島
区
に
よ
る「
1
日
豊
島
区

民
の
旅
」が
開
か
れ
、市
内
の
親
子
連
れ

　

人
が
バ
ス
で
豊
島
区
の
観
光
名
所
を

35訪
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、サ
ン
シ
ャ
イ
ン
水
族
館

を
見
学
し
た
ほ
か
、豊
島
区
立
舞
台
芸

術
交
流
セ
ン
タ
ー「
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
」

で「
モ
モ
」を
観
劇
し
ま
し
た
。ま
た
、二

手
に
分
か
れ
、都
電
荒
川
線
で
雑
司
ヶ

谷
の
見
学
や
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
の

自
由
散
策
な
ど
も
楽
し
み
ま
し
た
。

上から、やなを見学する子どもたち（里山体験教
室）／親子で川遊びを堪能（いなか川遊び）／水族
館でショーを楽しむ参加者（1日豊島区民の旅）。

　

8
月　

日
臥
、横
枕
青
年
団（
掛
札

13

研
輔
横
枕
花
火
大
会
実
行
委
員
長
）に
よ

　

8
月　

日
俄
に
は
、横
枕
の
ふ
れ

15

あ
い
の
郷
づ
く
り
協
議
会（
澤
村
豊
純

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、明
星
池
に
放
流
し
た
マ

横
枕
で「
横
枕
花
火
大
会
」と「
明
星
池
せ
せ
ら
ぎ
祭
り
」
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上：ヨーヨーすくいを楽しむ子どもたち。
下：盛り上がりを見せた盆踊り。

　

日
野
町
自
治
会
で
は
、8
月　

日　
、

11

（木・祝）

八
天
宮
の
納
涼
祭
が
開
か
れ
、地
域
住

民
な
ど
約
1
5
0
0
人
が
祭
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

こ
の
祭
は
、商
売
繁
盛
な
ど
を
願
っ

て
奉
ら
れ
た
八
天
宮
の
祭
で
、か
つ
て

同
自
治
会
内
に
は
約　

店
あ
ま
り
商
店

80

が
あ
り
ま
し
た
が
、後
継
者
不
足
な
ど

に
よ
る
廃
業
が
相
次
い
だ
こ
と
に
よ
り
、

約　

年
も
の
間
、祭
が
途
絶
え
て
い
ま

50
し
た
。

　

し
か
し
、昨
年
、地
域
を
あ
げ
て
祭
を

復
活
。2
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、旭
1

丁
目
か
ら
2
丁
目
ま
で
の
八
雲
八
幡
通

り
約
5
0
0
メ
ー
ト
ル
を
歩
行
者
天
国

に
し
て
、A
E
D
の
使
い
方
講
習
や
煙

体
験
ハ
ウ
ス
な
ど
の
防
災
訓
練
、流
し

ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
と
活
気
を
！

日
野
町
で
八
天
宮
納
涼
祭

る「
第
6
回
横
枕
花
火
大
会
」が
旧
や

ま
び
こ
の
湯
駐
車
場
で
開
か
れ
、市

内
外
か
ら
約
1
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、午
後
2
時
頃
か
ら
、ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、尺
八

吹
奏
家
の
福
田
大
輔
さ
ん
に
よ
る
尺

八
演
奏
会
や
、よ
し
も
と
お
笑
い
芸

人「
上
原
チ
ョ
ー
」、「
ヨ
ッ
シ
ャ
比
留

間
」、「
チ
ョ
ッ
キ
」に
よ
る
お
笑
い
ラ

イ
ブ
の
ほ
か
、ダ
ン
ス
、歌
謡
シ
ョ
ー
、

か
き
氷
早
食
い
競
争
、浴
衣
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
様
々
な
催
し
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、総
合
司
会
と
し

て
、よ
し
も
と
お
笑
い
芸
人
の「
井
上

マ
ー
」が
登
場
し
、会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
る
頃
に
な
る
と
、手
持

ち
花
火
5
0
0
本
が
子
ど
も
た
ち
に

無
料
配
布
さ
れ
、大
き
な
輪
と
な
り

花
火
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、午
後
8
時
か
ら
は
、花
火

大
会
が
ス
タ
ー
ト
。横
枕
の
山
間
に

打
ち
あ
が
る
5
0
0
発
の
花
火
に
、

来
場
者
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。さ
ら
に
、6
月
に
行
わ
れ

た
出
逢
い
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
成

立
し
た
カ
ッ
プ
ル
の
う
ち
1
組
の
結

婚
が
報
告
さ
れ
、同
青
年
団
か
ら
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
ハ
ー
ト
型
の
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◇

そ
う
め
ん
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、特
設

ス
テ
ー
ジ
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会
に

よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
や
那
珂
川
町

出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

高
野
恭
平
さ
ん
に
よ
る
歌
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、終
盤
に
差
し
掛
か

る
と
、西
川
会
に
よ
る
地
域
住
民
も

交
え
た
盆
踊
り
大
会
が
開
幕
。お
囃

子
や
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
、子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
輪
に
な
っ
て

わ
き
あ
い
あ
い
と
盆
踊
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、か
き
氷
や
わ
た
あ
め
の

無
料
提
供
、商
店
街
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
や
焼
き
鳥
の
販

売
な
ど
も
好
評
で
、終
始
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
ま
し
た
。

会
長
）に
よ
る「
第　

回
明
星
池
せ
せ

12

ら
ぎ
祭
り
」が
横
枕
伝
承
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、地
域
住
民
約
1
0
0
人
が

ス
の
つ
か
み
取
り
や
流
し
そ
う
め
ん
、

ス
イ
カ
割
り
の
ほ
か
、焼
き
魚
が
無

料
提
供
さ
れ
、に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。上：子どもたちに大人気の手持ち花火（花火大会）。

下：マスを捕まえてにっこりと（せせらぎ祭り）。

三
箇
で
夏
ま
つ
り

親
子
で
夏
休
み
の
1
日
を
満
喫

　

三
箇
自
治
会
で
は
、7
月　

日
蚊
、

31

三
箇
自
治
会
公
民
館
で
夏
ま
つ
り
を

開
き
、地
域
の
親
子　

人
が
参
加
し

79

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
夏
休
み
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
地
元
育
成
会
が
企
画

し
た
こ
の
夏
祭
り
。バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
、宝
探
し
な

ど
が
行
わ
れ
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
楽
し
い
夏
休
み
の
1
日
と
な
り
ま

し
た
。

夏
祭
り
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
。
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■人件費の状況（平成27年度普通会計決算）
人件費比率
（B/A）人件費（B）歳出額（A）住民基本台帳

（H28.3.31）

16.2%1,963,265千円12,069,872千円27,880人

（注）人件費には特別職（市長、副市長、教育長）と議員ほか非常勤特別
職の給与報酬を含んでいます。

　　※地方財政状況調査要領に基づく。

■職員手当の状況 （平成28年　月　日現在）4 1

内　　　　　容手当名内　　　　容手当名
・原則市内の借家等（家
賃12,000円を超える
ものに限る）に対して、
家賃に応じて27,000
円を限度に支給

住居手当・配偶者  疑疑13,000円
・扶養親族（配偶者除）  

6,500円
※満16歳から満22歳ま
での子一人当たり

　5,000円の追加

扶養手当

　　　　期末手当　 勤勉手当
  6月期　1.225月　   0.80月
12月期　1.375月　   0.80月
 　計　　　2.6月　   1.60月
※職務上の段階、職務
の級等による加算措
置あり

※人事院勧告により、
支給月の変動あり

期末勤勉
手　　当

（片道2㎞以上に限る。）
・交通機関を利用する場
合、運賃の額55,000円
までは全額支給、それ
を超える場合は支給単
位期間につき55,000
円に支給単位期間の月
数を乗じて得た額

・自家用車等を利用する
場合、通勤距離に応じ
て2,000円から31,600
円の範囲で支給

通勤手当

・参事の職：44,300円
・課長の職：37,400円
・主幹の職：27,800円
※職名により定額支給

管 理 職
手　　当

■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成28年　月　日現在）4 1

（注）一般行政職とは、企業会計・特別会計職員、税務職員、保健師、保
育士、教諭、技能労務職員を除いた職種をいいます。

　　市の平均は平成28年　月　日、全国及び栃木県の平均は平成274 1
年　月　日現在の数値です。4 1

技能労務職一般行政職
区　　分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

56歳　1月301,500円42歳　6月317,600円那須烏山市

51歳　6月330,741円43歳　3月333,258円全 国 平 均

51歳　7月345,900円43歳　4月341,885円栃木県平均

■経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （一般行政職）　（平成28年　月　日現在）4 1

経験年数20～24年経験年数15～19年経験年数10～14年区　分

369,500円317,000円264,100円大学卒

351,800円292,900円－高校卒

　市職員の給与と職員数など、人件費の状況がまとまり
ましたのでお知らせします。
　職員の給与額は、公務員と民間を比較して人事院が毎
年勧告する国家公務員の給与に準じて改定しています。
　今回掲載した内容は、平成28年　月　日現在の「地方4 1
公務員給与実態調査」と「地方公共団体定員管理調査」に
よるものです。
■総務課人事行政グループ　緯0287－83－1117

（注）　　職員手当には退職手当は含まれません。1
　　　　給与費には、特別職（市長、副市長、教育長）の給与を含んで2

います。
　　　　ただし、企業会計である水道事業の給与は含まれていません。

■職員給与費の状況（平成28年度普通会計予算）　（単位：千円）
一人当たり
給与費
（B/A）

給　与　費職員数
（A） 計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　料

5,9611,490,274360,992171,412957,870248人

初　任　給区　分
166,100円 大学卒
144,600円 高校卒

■初任給の状況
（一般行政職）

（平成28年　月　日現在）4 1

（注）※人事院勧告により、
支給月の変動あり。

■特別職報酬などの状況（平成28年　月　日現在）4 1

給料月額等区　分

750,000円市 長

610,000円副市長

560,000円教育長

370,000円議 長

300,000円副議長

270,000円議 員

期末手当 　　　
6月期　1.50月
12月期　1.65月
　　計　　3.15月

■職員数の状況
（各年　月　日現在、平成28年地方公共団体定員管理調査より）4 1

対前年
増減数

職　員　数
区　分

平成27年平成26年
044議 会

一
般
行
政
職

85446総 務
△ 31619税 務
△ 14647民 生
21917衛 生

△ 11718農林水産
△ 1910商 工
△ 11213土 木
3177174小 計

△ 14849教　　育
2225223一般会計
022病 院

公
営
企
業
等

066水 道
055下 水 道
110交 通
01111そ の 他
12524小 計
3250247合　　計

（注）　　この調査の対象か1
ら特別職（市長、副
市長、教育長）は除
きます。

　　　　増減の主な理由は、2
退職不補充による
減、組織再編に伴う
増減です。

市職員給与の
　　あらまし
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平
成　

年
度
の
運
用
状
況

27
情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度

−
件
の
情
報
公
開
請
求−
41

情報公開条例による公開請求の状況（H27.4.1〜H28.3.31）
　

市
で
は
、公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た
め
に「
情
報
公
開
条
例
」に
基
づ
き
、市
が
持
っ
て

い
る
情
報（
公
文
書
）を
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
た
め
に「
個
人
情
報
保
護
条
例
」を
設
け
、こ
れ
に
基
づ
き

市
が
持
っ
て
い
る
個
人
情
報
の
開
示
や
訂
正
、利
用
の
停
止
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
よ
る「
情
報
公
開
制
度
」及
び「
個
人
情
報
保
護
制
度
」の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、毎
年

1
回
、そ
の
概
要
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、　

件
の
情
報
公
開
の
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。な
お
、個
人
情
報
に
関
す
る
開
示
請

27

41

求
、訂
正
請
求
及
び
利
用
停
止
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
問
合　

総
務
課
人
事
行
政
グ
ル
ー
プ　

緯
0
2
8
7－
　

－

1
1
1
7

83

※　部分公開とした理由は、個人に関する保護情報、法人に関する保護情報、実施
機関が行う事務事業の保護情報に該当する部分があったため。

不　服
申立て

処　理　状　況
請求
件数担　当　課実施機関 非公開

不存在
部　分
公　開公　開

－－123総合政策課

市　　長

－－－1111総 務 課
－－123税 務 課
－－2－ 2市 民 課
－－112健康福祉課
－－－22農 政 課
－－－55商工観光課
－－1－1環 境 課
－－－11都市建設課
－－－22上下水道課
－－62632小 計
－－－44学校教育課

教育委員会
－－－22生涯学習課
－－－11文化振興課
－－－77小 計
－－1－1農業委員会事務局農業委員会
－－－11議会事務局議　　　会
－－73441合　　　　　計

27年度那須烏山市まちづくりチャレンジプロジェクト事業報告
　市では、新たな「公共の担い手」の育成による協働のまちづくりの実現を目指し、平成27年度から
「まちづくりチャレンジプロジェクト」を実施しています。
　平成27年度に採択となった5団体の事業を紹介します。
　なお、この事業は「民間活力を最大限に活用した行政運営」への転換に向けて、今年度も継続して実
施しています。

事業名・事業目的・取組内容団　体　名
那須烏山市木の駅プロジェクト
（自立事業提案型H28継続事業）
　森林を佳良な状態に整備しながら、林地残材を有効活用して地域の活性化と地球環境に貢献する活動を実施しました。
【取組内容】
森林の整備、残材の丸太をバイオマス発電の燃料として販売

那須烏山市
木の駅プロジェクト
実行委員会

代表　大森　正
全国訪問ボランティアナースの会キャンナス　キャンナス烏山
（自立事業提案型H28継続事業）
　看護や介護・子育て等で疲れている家族の休息の実現や、公的制度の活用に繋がっていない人を発掘して制度を利用できるよ
うにする活動を実施しました。
【取組内容】
通院同行、見守り・留守番、家事援助などの生活支援

キャンナス烏山

代表　横山　孝子

那須烏山市ふるさと応援隊事業
（自立事業提案型H28継続事業）
　農産物等の販売による農家の所得の増加、農業体験や観光案内による交流人口の増加に繋げる活動を実施しました。
【取組内容】
東京・埼玉で市内農産物や加工品等の販売

那須烏山市
ふるさと応援隊

代表　岡崎　一徳

那須烏山インバウンド交流促進事業
（テーマ準拠型H27のみ）
　市外・県外・国外からの観光客や潜在的移住・定住者等の交流人口増加によって地域経済・社会を活性化する活動を実施しました。
【取組内容】
都市農村交流モニターツアー、ワークショップやマルシェの開催

なすから × アクション
クロス

代表　高橋　誠一

アクティブシニアの活躍で街を元気に！
（テーマ準拠型H27のみ）
　地域内のアクティブシニアの積極的な社会参加の仕組みを作ることで、日常生活のモチベーションアップやコミュニケー
ションの増加など、地域活性化と安心してくらせるまちづくりを実施しました。
【取組内容】
健康づくりを兼ねたボランティアの誘発、「来てみっけ！なすから」サイト構築、きずな作りサロンの開催

株式会社ユーキャン
那須烏山支店

代表　武井　令子

平
成
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神
長
地
域
自
然
を
守
る
会（
大
野
隆

会
長
）に
よ
る「
堀
っ
こ
探
検
会
」が

7
月　

日
松
、江
川
神
長
橋
付
近
で

30

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
4
回
目
の
開
催
と
な
っ
た

こ
の
探
検
会
に
は
、地
域
の
親
子
連

れ
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。ラ
イ

30

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
た
子
ど
も

た
ち
が
ま
ず
体
験
し
た
の
は
、江
川

沿
い
約
4
0
0
メ
ー
ト
ル
を
手
作
り

の
ボ
ー
ト
で
下
る「
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
川
下
り
」。子
ど
も
た
ち
は
、

不
安
定
な
ボ
ー
ト
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
、う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

な
が
ら
川
下
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
生
き
物
調
査
で

は
、田
ん
ぼ
や
川
の
周
り
を
探
索
し

な
が
ら
、魚
や
虫
な
ど
様
々
な
生
き

物
を
採
取
し
、観
察
し
ま
し
た
。

悪
戦
苦
闘
し
た
ボ
ー
ト
で
の
川
下
り
。

神
長
で
堀
っ
こ
探
検
会

手
作
り
ボ
ー
ト
で
川
下
り
を
体
験

　

8
月　

日
松
、山
あ
げ
会
館
北
側

13

広
場
で
、「
夏
の
野
外
音
楽
パ
ー

テ
ィ
ー
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、市
内
で
音
楽
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
手
が
け
るT

☆
ST
Y
L
E

（
小
池
達
也
代
表
）と
、女
性
や
若
者
の

活
躍
で
き
る
場
を
広
め
るA

m
b
i

☆
tion

（
高
久
恵
美
代
表
）が
、次
世
代

を
担
う
若
者
の
活
躍
の
場
と
し
て
初

め
て
開
い
た
も
の
で
す
。

　

会
場
に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で

は
、ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な
ど　

団
体
が

25

出
演
し
た
ほ
か
、ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
小
物
の
販
売
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、県
内
外
か

ら　

店
舗
が
集
い
、に
ぎ
わ
い
を
見

19
せ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
高
久
代
表

は
、「
市
内
で
こ
う
い
っ
た
若
者
が
活

躍
で
き
る
場
は
少
な
い
。そ
う
い
っ

た
機
会
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
、若
者

が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
に

な
っ
て
い
け
た
ら
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

南
那
須
地
区
育
成
会（
塩
田
昭
夫
会

長
）で
は
、7
月　

日
掌
、緑
地
運
動

31

公
園
で
球
技
大
会
を
開
き
、南
那
須

地
区
の　

の
育
成
会
や
連
合
チ
ー
ム

14

か
ら
約
2
0
0
人
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
こ
の
球
技
大
会
。

昨
年
ま
で
の
競
技
は
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス

で
し
た
が
、今
年
か
ら
ド
ッ
ヂ
ボ
ー

ル
に
変
更
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

1
チ
ー
ム
は
男
女
混
合
の
8
人
で

構
成
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ト
で

は
、白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。見
事
、優
勝
に
輝
い
た
の

は
、低
学
年
の
部（
小
学
1
年
生
～
4
年

生
）が「
志
鳥
連
合
チ
ー
ム
」、学
年
混

合
の
部（
小
学
1
年
生
～
中
学
3
年
生
）が

「
鴻
野
山
育
成
会
」で
し
た
。

南
那
須
地
区
育
成
会
球
技
大
会

初
の
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
会
場
。

T☆
S
TY
LE×

A
m
bi☆
tion

野
外
音
楽
パ
ー
テ
ィ
ー
で
若
者
の
活
躍
の
場
を

熱戦のドッヂボール大会熱戦のドッヂボール大会。。
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小塙でヒマワリが見頃迎えました
　　月上旬から下旬にかけて、小8
塙でヒマワリが見頃を迎えました。
　これは、市の花公園構想の事業
の一環として、農事組合法人
ファームあらなん（小浜克巳代表）が、
植えたものです。
　約　万平方メートルの休耕田に2
は、約30万本のヒマワリが植えら
れ、多くの人の目を楽しませまし
た。また、JR烏山線沿線というこ
ともあり、車両「キハ40」や「アキュ
ム」との共演を写真に収めるカメ
ラマンでにぎわいを見せました。

　

烏
山
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
が
様
々

な
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、関
東
・

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

8
月
7
日
掌
か
ら　

日
昌
に
広
島
県

10

で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
、3

年
の
永
山
楓
奈
選
手
が
個
人
の
部
に
出

場
し
ま
し
た
。結
果
は
、惜
し
く
も
予
選

敗
退
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、全

国
で
も
戦
え
る
実
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、6
月　

日
松
・　

日
掌

に
神
奈

11

12

川
県
で
開
催
さ
れ
た
第　

回
関
東
高
等

37

学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会
に
は
、

男
子
・
女
子
と
も
に
団
体
戦
に
挑
み
ま

し
た
。男
子
団
体
に
は
、野
崎
春
世
選
手

（
さ
く
ら
市
）、大
森
翔
太
選
手（
大
田
原
市
）、

田
川
匠
選
手（
市
貝
町
）が
出
場
し
、1
回

戦
で
敗
退
し
た
も
の
の
、全
員
2
年
生

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、来
年
の
活
躍
に

期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　

一
方
、女
子
団
体
に
は
、3
年
の
藤
田

美
紀
選
手（
大
沢
）、永
山
楓
奈
選
手（
野

上
）、2
年
の
瀬
谷
陽
菜
選
手（
那
珂
川
町
）

が
出
場
し
、5
位
入
賞
と
い
う
結
果
を

残
し
ま
し
た
。

　

部
長
の
野
崎
選
手
は
、「
地
域
の
皆
さ

ん
や
周
り
の
人
の
応
援
を
力
に
、こ
れ

か
ら
全
国
で
も
上
位
を
狙
え
る
よ
う
に

練
習
に
励
み
た
い
」と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

前列左から、藤田選手・永山選手・瀬谷選手、
後列左から、野崎選手・大森選手・田川選手。

大空に向かって咲くヒマワリ。

烏
山
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

個
人
・
団
体
で
優
秀
な
成
績
収
め
る

　

と
も
ぞ
う
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ（
S
C
）

に
所
属
す
る
七
合
小
6
年
の
藤
田
颯
斗

選
手（
滝
田
）が
、8
月　

日
晶
か
ら　

日

12

14

掌

東
京
都
で
開
か
れ
た「
バ
ー
モ
ン
ト

カ
ッ
プ
第　

回
全
日
本
少
年
フ
ッ
ト
サ

26

ル
大
会
」に
栃
木
県
代
表
と
し
て
2
年

連
続
で
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、先
に
行
わ
れ
た
栃
木

県
大
会
で
圧
倒
的
な
強
さ
で
優
勝
。全

国
大
会
で
は
、各
地
か
ら
強
豪　

チ
ー

48

ム
が
集
結
し
、ト
ッ
プ
を
競
い
ま
す
。1

次
ラ
ウ
ン
ド
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
徳
島
県

代
表
に
勝
利
し
ま
し
た
が
、長
野
県
と

和
歌
山
県
代
表
に
破
れ
、惜
し
く
も
決

勝
ラ
ウ
ン
ド
へ
は
一
歩
と
ど
か
ず
の
結

藤田選手。

フ
ッ
ト
サ
ル
全
国
大
会
に
2
年
連
続
出
場

と
も
ぞ
う
S
C
の

藤
田
颯
斗
選
手

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

藤
田
選
手
は
、「
大
会
で
は
悔
し
い
思

い
を
し
た
。こ
れ
か
ら
、全
日
本
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
の
県
予
選
が
あ
る
の
で
、

優
勝
し
て
全
国
大
会
に
出
場
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、藤
田
選
手
は
、6
年
後
に
開
か

れ
る
栃
木
国
体
に
向
け
て
、第　

回
国

77

民
体
育
大
会
対
策
本
部
か
ら
、「
チ
ー
ム

と
ち
ぎ
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
」に
認
定
を
受

け
ま
し
た
。
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市の人口

編
集
後
記

編
集集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

着図書

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

○
今
年
も
那
須
烏
山
市
を
代
表

す
る
夏
の
祭
り
が
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
ね
。私
に
と
っ
て
、

い
か
ん
べ
祭
は
、赤
ち
ゃ
ん
の
時

か
ら
親
や
祖
父
母
に
抱
っ
こ
さ

れ
な
が
ら
来
て
い
た
く
ら
い
な
の
で
、

色
々
と
思
い
出
深
い
祭
り
な
の
で
す
。

○
今
年
で
な
ん
と　

回
目
！
…
そ
れ
に
ち

39

な
み
、今
回
の
広
報
紙
で
は
、｢　
（
サ
ン

39

キ
ュ
ー
）い
か
ん
べ
祭
｣
と
い
う
企
画
で
、祭

当
日
、会
場
内
に
い
る
人
に「
あ
な
た
に

と
っ
て供
い
か
ん
べ
祭
僑っ
て
何
で
す
か
？
」

と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
！

○
す
る
と
、実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
や
出

演
者
、地
域
の
子
ど
も
・
大
人
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
が
あ
り
ま
し
た
。聞
い
て
み
て
、愛
さ

れ
る
祭
り
と
は
こ
の
こ
と
か
～
と（
広
報
紙
2

～
3
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
）。那
須
烏
山
市
に
は
、

素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
中
心

と
な
っ
て
開
か
れ
る
こ
の
祭
り
を
カ
タ
チ

は
ど
う
で
あ
れ
、い
つ
ま
で
も
続
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
な
～
と
思
い
ま
し
た
！

○
…
ち
な
み
に
、父
い
わ
く
、い
か
ん
べ
の

花
火
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、「
ヒ
ュ
ー
、バ
ン

バ
ラ
バ
ン
バ
ン
バ
ー
ン
ッ
！
」だ
そ
う
で

す
。そ
ん
な
効
果
音

聞
い
た
こ
と
な
い
け

ど
…
、来
年
確
認
し

よ
う
と
思
い
ま
す

（
笑
）

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

鈴　

木　

ち　

よ（
恵
太
・
文
香
）城　
　

東

増　

渕　
 
充 　
 
祈 （ 
勲 
・千
恵
子
）八
ケ
代

み
つ 

き

島　

崎　
 
希  
乃  
美 （
昇
次
・
千
春
）大　
　

桶

き 

の 

み

中　

山　

ひ
な
た（
寛
行
・加
奈
子
）藤　
　

田

石　

井　
 
真 　
 
雄 （
泰
之
・
友
美
）下　
　

境

ま 

お

石　

島　
 
葵  
七  
星 （
正
樹
・
由
香
）熊　
　

田

ま 

な 

ほ

田　

中　
 
七 　
 
海 （
康
嵩
・
絵
美
）野　
　

上

な
な 

み

関　

谷　
 
明 　
 
愛 （
利
彦
・
明
子
）神　
　

長

あ
ん 

な

小　

口　
 
紅 　
 
音 （
良
一
・
温
子
）興　
　

野

く 

お
ん

池　

田　
　
　
 
侑 （
正
人
・
千
裕
）大　
　

金

ゆ
う

　
　
　
　
　
　
 
結 ゆい

岡　

安　
 
杏 　
 
弥 （
裕
臣
・由
紀
子
）南
1
丁
目

あ 

み

中　

山　
 
倖 　
 
希 （
暢
士
・
文
子
）藤　
　

田

こ
う 

き

佐　

藤　
 
優 　
 
和 （
和
義
・
有
名
）三　
　

箇

ゆ
う 

な

不　

破　
 
美 　
 
鈴 （
利
民
・　
　
  
）南
大
和
久

み 

す
ず

斎　

藤　
 
充 　
 
稀 （
秀
人
・奈
津
生
）野　
　

上

み
つ 

き

髙　

橋　
　
　
 
凛 （
宏
暁
・ 
舞 
）城　
　

東

り
ん

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
た

お
め
で
た

●
第　

回
文
月
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
7
月
4

10

日
捷
～
6
日
昌
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
藤
田
ク
ラ
ブ　

▽
準
優
勝
：
こ
ぶ

し
台
ク
ラ
ブ　

▽
第
3
位
：
八
ヶ
代
ク
ラ
ブ
、

荒
川
南
ク
ラ
ブ

●
第
5
回
市
長
杯（
県
大
会
予
選
）グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会（
7
月
7
日
昭
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
大
垣
恵
一　

▽
準
優
勝
：
高
久
サ

ト
子　

▽
第
3
位
：
蜷
川
洋
子

●
第　

回
南
那
須
地
区
少
年
剣
道
大
会（
8
月

37

6
日
松
、烏
山
中
学
校
体
育
館
）

団
体【
小
学
4
年
生
以
下
の
部
】▽
優
勝
：
宏

倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

▽
準
優
勝
：
烏

山
剣
道
教
室　
【
小
学
5
年
生
以
上
の
部
】▽

優
勝
：
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ　

▽

準
優
勝
：
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

個
人【
小
学
2
年
生
以
下
の
部
】▽
優
勝
：
高

野
大
翔（
烏
山
剣
道
教
室
）　

▽
準
優
勝
：
井
口
向

（
烏
山
剣
道
教
室
）　
【
小
学
3
・
4
年
生
の
部
】▽

優
勝
：
高
野
裕
翔（
烏
山
剣
道
教
室
）　

▽
準
優

勝
：
小
森
咲
芽（
烏
山
剣
道
教
室
）　

▽
第
3
位
：

小
西
勇
太（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、渡
辺
錬

（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）【
小
学
5
年
生
の
部
】

▽
優
勝
：
鈴
木
佳
実（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　

▽
準
優
勝
：
沖
村
愛
希（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）▽
第
3
位
：
人
見
心
（々
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
）、菊
池
優
奈（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

【
小
学
6
年
生
の
部
】▽
優
勝
：
伴
伊
純（
宏
倫

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

▽
準
優
勝
：
北
側
雄
大

（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

▽
第
3
位
：
小
西

美
波（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、青
柳
侑
晟（
宏
倫

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　
【
中
学
生
男
子
の
部
】▽

優
勝
：
滝
口
恭
弘（
南
那
須
中
）　

▽
準
優
勝
：

人
見
匠
真（
南
那
須
中
）　

▽
第
3
位
：
小
森
稜

太（
烏
山
中
）　
【
中
学
生
女
子
の
部
】▽
優
勝
：

高
野
未
来（
烏
山
中
）

●
第
4
回
那
須
烏
山
市
山
あ
げ
カ
ッ
プ
野
球

大
会　

一
般
の
部（
6
月　

日
掌
～
7
月　

日
掌
、緑
地

26

17

運
動
公
園
他
）

▽
優
勝
：
ス
ト
リ
ー
ム　

▽
準
優
勝
：
烏
山

信
用
金
庫　

▽
第
3
位
：
藤
田
ク
ラ
ブ
、Ｆ

Ｔ
ク
ラ
ブ

●
第　

回
那
須
烏
山
市
山
あ
げ
カ
ッ
プ
バ
ス

22

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
7
月
2
日
松
～
3
日
掌
、烏
山

中
学
校
体
育
館
）

【
女
子
の
部
】▽
第
3
位
：
烏
山
中
学
校

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

リ
ス
レ
ク
ション
フ

ワ
メ
リ
ー
ジェイ

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

・
林
國
中
様（
神
奈
川
県
横
浜
市
）、長
友
一
宏
様

（
宮
崎
県
都
城
市
）、鈴
木
孝
子
様（
千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
）、

島
津
懿
幸
様（
兵
庫
県
加
東
市
）、上
川
学
様（
大
阪

府
大
東
市
）、小
幡
幸
一
様（
宇
都
宮
市
）か
ら
そ
れ

ぞ
れ
1
万
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
黒
田
敦
大
様（
東
京
都
小
平
市
）か
ら
1
万
5

千
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
大
山
祐
一
様（
群
馬
県
伊
勢
崎
市
）か
ら
5
万
円

が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
新
沢
清
様（
東
京
都
目
黒
区
）か
ら
8
万
円
が

本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
匿
名
希
望
者
様　

人
か
ら　

万
円
が
本

43

67

市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

ごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　7月30日松、栃木県消防学校で開かれた「第42
回栃木県消防操法大会」に、南那須支部代表として
ポンプ車操法の部に市消防団第　分団第　部（藤5 1
田）が出場しました。結果は惜しくも優良賞でした
が、素晴らしい操法を披露しました。

第42回栃木県消防操法大会

藤田が惜しくも優良賞
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★図書館HPから新着図書が検索できます。★
http://www.lib-nasukarasuyama.jp/

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館　　☎0287-82-3062　Fax82-7566

Information

市の人口市のの人人口市の人口市の人口

編
集
後
記

新新新着着着着図図図図書書書書
2016.8.1現在
（　）対前月比

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

13,204 女
死亡
転出

13,461

人口 26,665（－13）

世帯数 9,468

29
40

21
35

★一般図書★
『ひとりを怖れない』　　矢作　直樹
『マンガでよくわかる怒らない練習』

安藤　俊介
『ガンが消えていく食事』済陽　高穂
『つるつるハミガキ法』　松島　弘季
『いつもの材料でおいしい和えもの』

大原　千鶴
『定年就農』　　　　　　神山　安雄
『強父論』　　　　　　阿川　佐和子
『トットちゃんとソウくんの戦争』

黒柳　徹子
『子離れしなきゃダメですか？』

華桜　こもも
『去就』　　　　　　　　　今野　敏
『ケレスの龍』　　　　　　椎名　誠
『ドッグファイト』　　　　楡　周平
『ラヴィアンローズ』　　村山　由佳

★児童図書★
『宇宙のはてまで飛んで行け！』

岡村　定矩
『ロボットパークは大さわぎ！』

高橋　智隆
『10歳からのお料理教室』大瀬　由生子
『トーマスのひみつ100』　  ポプラ社
『1ねんきせつのこうさくあそび』

まるばやし　さわこ
『トンチンさんはそばにいる』

さえぐさ　ひろこ
『君の話をきかせてアーメル』

ニキ　コーンウェル
『たのしいひっこし』岡田　よしたか
『みんなともだち』　　二宮　由紀子
『はーい！タクシー』さくら　せかい
『あきのもり』　　　　　竹下　文子
『バナーナ！』　　　藤本　ともひこ

俳　

句

齋
藤　
　

穂　

選

芸
コ
ー
ナ
ー

芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

 
階 
を
上
り
て
涼
し
姫
の
墓

き
ざ
は
し

伊
東　

澄
子（
中　

央
）

ば
ら
一
輪
徳
利
に
活
け
て
父
恋
し

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

完
熟
の
ト
マ
ト
に
残
る
種
子
の
青

伊
藤　

博
志（
田
野
倉
）

闇
を
出
て
闇
へ
消
え
た
る
神
輿
か
な

三
森　

純
子（
中　

央
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

雷
に
負
け
ず
に
犬
も
吠
え
立
て
る

荻
野
目
香
津（
中　

央
）

地
図
に
な
い
人
生
歩
み
七
変
化杉

山
幸
栄
子（
八
ケ
代
）

ネ
ッ
ト
よ
り
汗
し
て
学
ぶ
畑
仕
事

早
津　

悦
子（
野　

上
）

少
子
化
に
頭
が
痛
い
街
づ
く
り小

堀　

翆
泉（
中　

央
）

短　

歌

福
澤　

悦
子　

選

カ
ナ
カ
ナ
と
鳴
く
蝉
の
声
に
思
い
出
す
幼
き
頃
の
寂

し
き
思
い　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

伯
麗（　

旭　

）

誕
生
日
に
背
中
へ 
負 
わ
す
一
升
餅
見
守
る
な
か
の
初

お

孫
の
笑
顔　
　
　
　
　
　
　

矢
口　

玄
鳥（
大　

金
）

 
外 
つ 
国 
の 
幼  
児 
あ
て
の
暑
中
見
舞
我
が
日
本
の
言
葉

と 

く
に 

お
さ
な 
ご

 
溢 
る
る　
　
　
　
　
　
　
　

塩
野
目
洋
子（
初　

音
）

あ
ふど

な
た
が
ど
ん
な
顔
し
て
吸
う
の
か 
連  
干 
し
に 
八  
十 

れ
ん 

ぼ 

や 

そ

 
路 
の
我
が
は
さ
む
煙
草
を　

平
野
フ
ミ
子（
向　

田
）

じ

安心と信頼いつまでも！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：GKくるま、GKすまい、企業総合賠責
◇生命保険：総合収入保障、ガン保険、年金、介護
■問合　〒321－0526　那須烏山市田野倉383
　　　　　緯 0287－88－9870
　　　　FAX 0287－88－0234

■熊本地震義援金にご協力ありがとうございました■
　　月に発生した熊本地震に対し、市や観光協会では、関係施4
設やイベント時などに熊本地震義援金の募金箱を設置し、多
くの方々にご協力いただきました。義援金は、被災者支援に役
立てていただくため、日本赤十字社を通して送付させていた
だきました。
・市…19万2349円（市庁舎　ヶ所、イベント時など）3
・市観光協会…　万円（山あげ会館、イベント時など）8
　ご協力ありがとうございました。



シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！

烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！！！！
〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑥
〜

〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑥
〜

〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑥
〜

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
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広報
2016.9

－
 N
o.132 －

な
す
か
ら
す
や
ま

編
集　

総
合
政
策
課　
         
〒
3
2
1－

0
6
9
2 
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号　

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

　

広
報「
な
す
か
ら
す
や
ま
」で
は
、烏
山
高
校
の
部
活
動
で
頑
張

る
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
！

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、部
員
、男
子　
14

人
、女
子
8
人
の
チ
ー
ム
。練
習
は
、烏
山
高

校
の
体
育
館
と
旧
烏
山
女
子
高
校
の
体
育
館

を
使
っ
て
ほ
ぼ
毎
日
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
大
会
で
は
、男
子
が
県
北
大
会
で

1
勝
、女
子
が
県
ベ
ス
ト　

の
成
績
を
残
し

16

て
い
ま
す
。そ
ん
な
バ
ス
ケ
部
の
目
標
は
、男

女
と
も「
県
ベ
ス
ト
8
」。9
月
に
行
わ
れ
る

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
県
予
選
会
ま
で
に
チ
ー

ム
の
連
携
を
図
り
、県
で
上
位
を
狙
っ
て
い

け
る
チ
ー
ム
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
意
気

込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

2年
左：男子部長　髙橋樹さん（野上）
右：女子部長　植村麻菜さん（森田）

　練習はハードで辛い
ときもありますが、チー
ムワークを大切に部員
全員で力を合わせ、頑
張っています！そんな
私たちと一緒に、ここ烏
山高校でバスケット
ボールをやりましょう！
来年たくさんの新入部
員お待ちしています！

上：レトロ感漂う風っこ号。
下：初めて開催された烏山レールまーけっと。

今
年
も「
風
っ
こ
号
」が
や
っ
て
き
た

今
年
も「
風
っ
こ
号
」が
や
っ
て
き
た
！！

　

烏
山
線
を
特
別
列
車
が
快

烏
山
線
を
特
別
列
車
が
快
走走

JRJR8
月

　

8
月　

日日
松松
・
日
・　

日
掌掌
、
烏
山

、　

烏
山
線線

2727

2828

JRJR

に
、特
別
列
車「
風
っ
こ
烏
山
号
」

に
、特
別
列
車「
風
っ
こ
烏
山
号
」がが

今
年
も
や
っ
て
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1
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」が
あ
わ
せ
て
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運
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フ
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連
れ
や
鉄
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フ
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が
な
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ロ
ッ
コ
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特
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ス
窓
が
な
い
ト
ロ
ッ
コ
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の
特
別
なな

列
車
。テ
ー
ブ
ル
と
イ
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は
木
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で
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車
。テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
は
木
製
で
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天
井
に
は
ラ
ン
プ
が
備
え
ら
れ
、

天
井
に
は
ラ
ン
プ
が
備
え
ら
れ
、レレ

ト
ロ
感
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う
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に
な
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て
い
ま
す
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う
内
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て
い
ま
す
。。

外
装
も
珍
し
く
、風
っ
こ
号
の
前

外
装
も
珍
し
く
、風
っ
こ
号
の
前
後後

に
連
結
し
た
キ
ハ

に
は
、「
風
っ

に
連
結
し
た
キ
ハ　

に
は
、「
風
っ
ここ

4040

烏
山
」の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
が
付
け

烏
山
」の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
が
付
け
らら

れ
ま
す
。沿
線
に
は
列
車
を
カ
メ

れ
ま
す
。沿
線
に
は
列
車
を
カ
メ
ララ

に
収
め
よ
う
と
多
く
の
人
が
集
い

に
収
め
よ
う
と
多
く
の
人
が
集
い
、、

列
車
を
待
ち
わ
び
ま
し
た

列
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を
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ち
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ま
し
た
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主
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ン
主
催
））」」が
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が
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紙
ク
ラ
フ
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験
や
デ
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ン
プ
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ト
体
験

体
験
や
デ
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ン
プ
ル
ア
ー
ト
体
験
、、

有
機
野
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の
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売
な
ど
7
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舗
が

有
機
野
菜
の
販
売
な
ど
7
店
舗
が
出出

店
し
、観
光
客
を
も
て
な
し
ま
し
た

店
し
、観
光
客
を
も
て
な
し
ま
し
た
。。


